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世
界
自
然
遺
産
の
あ
る
島

屋　
久　
島

　
屋
久
島
は
、
大
隅
半
島
の
南
南
西

約
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
上
に
位
置
し

て
お
り
、
近
隣
の
種
子
島
や
口
永
良
部

島
な
ど
と
共
に
大
隅
諸
島
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
円
形
に
近
い
形
を
し
て
お
り
、

県
内
の
島
の
中
で
は
奄
美
大
島
に
次
い

で
2
番
目
の
大
き
さ
の
島
で
す
。

　
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
は
、
島
全

体
の
約
20
％
、
１
万
7
4
7
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
範
囲
で
、
島
中
央
部
に
位
置
し
て

い
ま
す
。

世
界
的
に
価
値
の
あ
る
自
然

　
世
界
自
然
遺
産
は
、
自
然
景
観
、

地
形
・
地
質
、
生
態
系
、
生
物
多
様

性
の
４
つ
の
評
価
基
準
の
う
ち
、
１
つ

以
上
に
合
致
す
る
世
界
的
に
類
い
ま
れ

な
価
値
が
あ
り
、
ま
た
自
然
公
園
法
な

ど
の
法
的
な
措
置
に
よ
り
適
切
な
保
護

管
理
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
屋
久
島
は
自
然
景
観
、
生
態
系
の

基
準
に
お
い
て
次
の
要
件
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

〔
自
然
景
観
〕

　
樹
齢
1
0
0
0
年
を
超
え
る
ヤ
ク
ス

ギ
の
原
生
林
が
織
り
な
す
景
観
が
、

優
れ
た
自
然
美
を
有
し
て
い
る
こ
と

〔
生
態
系
〕

　
亜
熱
帯
性
の
海
岸
植
生
か
ら
冷
温

帯
性
の
山
頂
付
近
に
お
よ
ぶ
連
続

的
に
変
化
す
る
植
生
（
垂
直
分
布
）

が
見
ら
れ
る
こ
と

世
界
遺
産
に
登
録され

る
ま
で

　
屋
久
島
の
世
界
遺
産
登
録
は
、「
屋

久
島
環
境
文
化
村
構
想
」
の
検
討
中

に
提
案
が
あ
り
、
鹿
児
島
県
と
現
在

の
屋
久
島
町
と
で
政
府
に
世
界
遺
産

条
約
へ
の
加
盟
を
働
き
か
け
、
実
現

し
ま
し
た
。

　
屋
久
島
環
境
文
化
村
構
想
と
は
、

県
総
合
基
本
計
画
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
つ
と
し
て
平
成
4
年
に
策

定
さ
れ
た
構
想
で
す
。
屋
久
島
の
豊

か
な
自
然
と
そ
の
自
然
環
境
の
中
で

作
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
自
然
と
人
間

の
関
わ
り
（
環
境
文
化
）
を
き
っ
か

け
に
し
て
、
屋
久
島
の
自
然
の
あ
り

方
や
、
地
域
の
生
活
、
生
産
活
動
を

学
ぶ
「
環
境
学
習
」
を
通
じ
て
、
自

然
と
人
間
の
共
生
を
実
現
し
よ
う
と

す
る
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
試
み
で

す
。
こ
の
構
想
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

屋
久
島
環
境
文
化
村
セ
ン
タ
ー
と
屋

久
島
環
境
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
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①縄文杉②トローキの滝

④ 永田いなか浜

⑤西部林道

⑥小花之江河

　平成５年、青森県の白神山地とともに、日本初の世界自然遺産に登録された屋久島。

九州地方において最高峰の宮之浦岳を中心とする険しい山々の麓には、白谷雲水峡や花

山歩道など豊かな森が育まれています。世界に誇れる屋久島の自然を守るため、たゆま

ぬ努力を続け、今年で登録から20年を迎えます。
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屋
久
島
が
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
当
時
は
、「
世
界
遺
産
」

そ
の
も
の
を
島
内
は
も
ち
ろ
ん

日
本
全
体
で
も
知
る
人
が
少
な

い
状
況
で
し
た
。今
で
は
登
録
さ

れ
る
か
ど
う
か
が
報
道
さ
れ
、

登
録
さ
れ
た
と
き
に
は
大
き
な

反
響
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、当

時
屋
久
杉
自
然
館
の
館
長
だ
っ

た
私
の
印
象
と
し
て
は
屋
久
島

の
場
合
は
そ
う
で
は
な
く
、登

録
の
決
定
発
表
が
あ
っ
た
と

き
、町
役
場
へ
届
い
た
垂
れ
幕
を

居
合
わ
せ
た
十
数
人
の
職
員
と

掲
げ
拍
手
を
す
る
だ
け
と
い

う
、そ
れ
く
ら
い
の
状
況
で
し

た
。

　
屋
久
島
は
世
界
自
然
遺
産
に

登
録
さ
れ
る
前
、昭
和
39
年
に

霧
島
屋
久
国
立
公
園
の
屋
久
島

地
域
と
し
て
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
い
う
話

が
出
た
と
き
、国
立
公
園
と
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
が
な
く
看

板
が
加
わ
る
程
度
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。屋
久
島
に
対
す
る
意

識
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、島

内
で
は
な
く
外
か
ら
向
け
ら
れ

た
目
で
す
。世
界
自
然
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
は
、多
く
の

人
が
屋
久
島
を
訪
れ
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。縄
文
杉
を

目
的
に
来
島
し
た
方
も
、多
様

な
自
然
の
表
情
に
感
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
圧
倒
的
な
力
を
屋

久
島
は
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
20
年
を
経
て
、今
さ
ら
な
が

ら
意
味
深
く
思
う
こ
と
は
屋
久

島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
が

「
屋
久
島
環
境
文
化
村
構
想
」と

い
う
地
域
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
で
発
想
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

屋
久
杉
セ
ミ
ナ
ー
主
宰
・
写
真
家　

日
下
田　

紀
三
さ
ん

ひ
　
げ
　
た
　
　
　
の
り
ぞ
う

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た 

そ
の
と
き
の
屋
久
島

世
界
自
然
遺
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あ
る
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⑦大川の滝

③宮之浦岳

屋久島の地図

垂直分布の様子
1936m(宮之浦岳)

1700m
針葉樹林帯

針広混交樹林帯

暖帯常緑広葉樹林帯

広葉樹林帯

1000m

500m

100m

(沿岸区域)

(生活・生産区域)
照葉樹林帯

ヤクシマシャクナゲ・ヤクザサ群落
高地岩隙地植物群落
高層湿原植物群落

ヤクシカ

ヤクザル

亜熱帯常緑広葉樹林帯

海岸岩隙地植物群落
マングローブ、ガジュマル、サンゴ、ウミガメ産卵地

永田岳（1886）、翁岳（1850）、
黒味岳（1831）、栗生岳（1830）
　　　　　　　　　　　　など
花之江河

小杉谷
千尋の滝
白谷雲水峡

屋久杉自然館

大川の滝
平内海中温泉

屋久杉原生林
　　　縄文杉、大王杉、ウィルソン株
　　　　　　　　　　　屋久杉ランド

札幌（9.3℃）

青森（10.5℃）

仙台（12.6℃）

京都（15.8℃）

金沢（14.8℃）

高知（16.8℃）

鹿児島（18.2℃）

★この図は、日本各地の主要な都市と屋久島の高さを平均気温で対比させたものです。
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屋久島

屋久島

N

石楠花の森公園

平内海中温泉

中間のガジュマル

屋久島灯台

一湊灯台

志戸子ガジュマル園
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安房港

世界自然遺産登録地
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③宮之浦岳
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紀元杉

ヤクスギランド

弥生杉
ウィルソン株

花山歩道

モッチョム岳
944m ②トローキの滝

大川の滝⑦ 小花之江河⑥

西部林道⑤

永田いなか浜 ④

縄文杉①

屋久島環境文化研修センター
屋久島世界遺産センター
屋久島町立屋久杉自然館

千尋の滝


